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を
浮
き
彫
り
に
し
た
。
相
談

業
務
が
充
実
し
た
が
市
民
の

苦
難
は
十
分
把
握
さ
れ
て
い

な
い
。
住
宅
改
修
補
助
は
変

化
す
る
生
活
に
合
わ
せ
改
善

を
。
保
健
所
な
ど
危
機
に
対

応
で
き
る
職
員
体
制
が
必
要
。

コ
ロ
ナ
で
子
ど
も
の
人
格
形

成
の
機
会
が
失
わ
れ
た
。
必

要
な
の
は
デ
ジ
タ
ル
化
で
は

な
く
教
員
を
増
や
す
こ
と
。

防
災
な
ど
で
重
要
な
地
域
活

動
も
縮
小
し
草
刈
り
等
も
困

難
に
な
っ
て
い
る
。
大
き
な

役
割
を
担
う
高
齢
者
が
元
気

に
活
動
で
き
る
条
件
整
備
を
。

困
っ
た
と
き
に
頼
れ
る
市
政

に
な
る
た
め
職
員
が
日
々
の

言
動
を
顧
み
て
ほ
し
い
。

賛　
　
成

【
自
由
民
主
党
】

　
決
算
額
は
、
令
和
２
年
度

に
引
き
続
き
大
き
な
決
算
規

模
と
な
り
、
補
正
予
算
の
編

成
も
12
回
を
数
え
た
。

　
歳
入
の
特
徴
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
へ
の

取
り
組
み
の
財
源
と
し
て
約

１
４
０
億
円
が
交
付
さ
れ
た

こ
と
で
あ
り
、
医
療
提
供
等

の
体
制
強
化
、
感
染
拡
大
防

止
対
策
、
市
民
生
活
や
地
域

経
済
や
教
育
活
動
へ
の
支
援
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
な
ど
、
多
く

の
事
業
が
行
わ
れ
た
。

　
歳
出
規
模
も
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
大
き
な
決
算
規
模

と
な
り
、
各
種
給
付
金
や
支

援
金
、
保
健
所
体
制
の
確
保
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
実
施
、
教

育
現
場
に
お
け
る
二
酸
化
炭

素
モ
ニ
タ
ー
の
配
備
、
プ
レ

ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業
の
実

施
な
ど
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
が
行
わ
れ
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
が
続
く
中
で
、

複
雑
で
、
き
め
細
や
か
な
対

応
が
求
め
ら
れ
た
行
政
課
題

が
あ
っ
た
が
、
市
長
の
リ
ー

ダ
ー
シ
ッ
プ
と
職
員
の
尽
力

に
よ
る
的
確
な
対
応
と
成
果

を
高
く
評
価
し
て
、
賛
成
の

討
論
と
す
る
。

賛　
　
成

【
無
所
属
】

　
少
子
高
齢
化
対
応
に
よ
る

民
生
費
の
増
、
公
共
施
設
や

駅
周
辺
整
備
、
公
債
費
の
増

に
よ
り
、
歳
出
は
増
加
傾
向

で
あ
る
。
歳
入
は
納
税
義
務

者
が
減
少
し
、
個
人
市
民
税

が
減
少
し
た
。
行
財
政
改
革

推
進
計
画
が
進
め
ら
れ
て
い

る
。
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催
、

感
染
予
防
や
経
済
活
動
の
支

援
を
事
業
者
や
市
民
の
協
力

と
市
職
員
の
働
き
で
実
施
で

き
た
。
継
続
す
る
課
題
に
取

り
組
み
つ
つ
、
生
活
困
窮
や

移
動
手
段
の
確
保
、
学
校
も

含
め
た
子
育
て
支
援
を
行
い
、

人
が
つ
な
が
り
魅
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
の
実
現
に
期
待
し
賛

成
討
論
と
す
る
。

　
今
定
例
会
最
終
日
に
、
次

の
よ
う
な
討
論
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

反　
　
対

【
日
本
共
産
党
】

　
10
％
に
な
っ
た
消
費
税
へ

の
依
存
が
大
き
い
。
行
財
政

改
革
が
進
む
が
黒
字
規
模
を

見
れ
ば
必
要
な
い
事
業
削
減

も
あ
り
福
祉
に
冷
た
い
姿
勢

議
案
第
53
号

討
　
論

通
告
事
項
の
要
約

答
弁
者

　ま
ち
づ
く
り
や
暮
ら
し
に
関
す
る
制
度

な
ど
、
市
の
行
政
・
財
政
全
般
に
わ
た
っ

て
、
事
業
の
現
在
の
状
況
、
今
後
の
方
針
等

に
つ
い
て
質
問
を
し
、
必
要
に
応
じ
て
市
に

対
し
意
見
や
施
策
の
提
案
を
し
ま
す
。

　質
問
を
し
た
議
員
が
、
そ
の
質
問
の
中
か

ら
一
問
を
選
び
、
掲
載
し
て
い
ま
す
。

２６

質問の
順　番

会
派
名
議
員
氏
名

一
般
質
問
の
表
題

中継映像の
２次元コード

と
か
ら
、
水
害
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
全
戸
配
布
す
る
な
ど

防
災
意
識
向
上
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
て
き
た
。

　
ハ
ー
ド
対
策
と
し
て
は
、

川
越
江
川
の
内
水
対
策
や
、

準
用
河
川
久
保
川
の
改
修
な

ど
を
進
め
て
い
る
。

　
今
後
も
防
災
対
策
を
さ
ら

に
進
め
、
市
民
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
。

質問
寺
尾
と
市
の
災
害
対
策

■問問
頻
発
化
、
激
甚
化
す
る
自

然
災
害
に
対
す
る
さ
ら
な
る

防
災
対
策
の
強
化
が
必
要
だ
。

寺
尾
地
区
を
は
じ
め
、
全
市

民
を
守
る
市
長
が
重
点
を
置

く
防
災
対
策
の
考
え
を
伺
う
。

答
市
長
　
防
災
対
策
に
つ
い

て
は
ソ
フ
ト
対
策
、
ハ
ー
ド

対
策
共
に
重
点
を
置
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　
ソ
フ
ト
対
策
と
し
て
は
、

市
民
が
適
切
な
避
難
行
動
を

取
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
こ

本
市
が
重
点
を
置
く
防
災
対
策

自
由
民
主
党

村
山
博
紀
1

係
部
署
が
監
視
を
行
い
、
状

況
に
よ
り
体
制
を
強
化
し
て

対
応
し
て
い
る
。

　
線
状
降
水
帯
等
の
降
雨
に

対
し
て
は
、
気
象
警
報
発
表

の
有
無
や
河
川
の
水
位
状
況

等
に
か
か
わ
ら
ず
警
戒
体
制

を
施
行
す
る
な
ど
早
期
に
体

制
を
整
え
、
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
収
集
し
迅
速
に
対
応
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質問
川
越
市
の
諸
課
題

質問
川
越
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興

■問問
い
つ
発
生
す
る
か
分
か
ら

な
い
線
状
降
水
帯
等
の
降
雨

に
対
し
て
市
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

答
危
機
管
理
監
　
本
市
で
は

地
域
防
災
計
画
に
配
備
体
制

と
配
備
基
準
を
定
め
て
お
り
、

大
雨
、
洪
水
等
の
気
象
警
報

発
表
に
よ
り
監
視
体
制
を
施

行
し
、
情
報
収
集
、
連
絡
活

動
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
警
報
発
表
前
で
も
大

雨
が
予
測
さ
れ
る
場
合
は
関

川
越
市
の
自
然
災
害
へ
の
備
え
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